
向
け
行
事
、
行
政
キ
ャ
Y
ベ
l
yな
ど

四
季
お
り
お
り
の
新
鮮
な
話
題
や
情
報

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
若
図
的
ホ
i
ん
は
、
全

日
出
で
も
初
め
て
の
ケ
ス
で
、
他
市
町

村
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
一
揖
一

揖
育
て
で
い
ζ
う
と
蘇
っ
て
お
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
協
力
し
、
書
加

一
方
、
都
市
整
備
部
計
笛
田
揮
で
は
、
式
で
一
一
一
百
七
十
二
台
収
容
で
き
ま
す
。
し
や
す
い
よ
三
つ
に
工
夫
し
て
あ

D
ま

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

駐
車
調
不
患
を
辞
訣

Lrか
う
と
、
駐
車
地
予
一
階
は
、
自
転
車
を
制
帰
し
て
す
。

ζ
の
地
、
自
動
車
の
出
入
口
が
四

た
だ
し
、

ζ
由
ホ
ー
ん
を
使
開
閉
す
る

調
法
に
泰
司
J

く
「
駐
車
場
整
嬬
地
区
」
い
る
方
自
た
め
L
二
一
百
六
十
台
〈
六
聞
に
、
プ
一
フ
ザ
と
並
ん
だ
入
口
に
公
衆

場
合
は
、
有
棋
と
な
り
ま
す
の
で
む
了

の
指
定
す
受
け
る
た
め
、
「
駐
扇
講
義
九
O
牢
万
目
的
)
収
容
で
き
る
自
転
車
鐙
便
所
が
設
け
ら
れ
て
あ
D
ま
す
。

京
く
だ
さ
い
。
控
間
掛
に
つ
い
て
は
決

備
計
廊
」
在
韓
定
中
で
す
。
撃
備
計
慰
揖
を
一
設
盤
し
て
あ
り
ま
す
。
将
来
ま
一
一
二
階
同
部
分
は
、
二
信
舗
と
一
併
用
住

ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
で
き
あ
が
る
と
、
県
公
安
委
員
金
や
段
式
に
し
て
四
百
四
十
世
置
け
る
自
転
宅
が
東
測
に
、
残
り
は
伎
十
九
台
収
容

関
係
者
と
協
議
し
、
駐
車
場
盤
帯
地
区
毒
害
す
る
主
で
す
。
…
潜
は
、

Z
駐
車
君
、
去
、
一
一
鱈
か
ら
斗
ハ
定
期
券
を
発
売

の
指
定
を
受
け
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
東
側
に
協
力
し
て
い
た
汚
い
た
弱
盾
白
階
冨
上
ま
で
は
、
全
て
自
迩
式
自
駐
車

指
定
者
受
け
る
レ
と
醤
定
処
置
と
し
て
街
舗
を
三
か
所
に
配
蜜
し
て
い
ま
す
。
璃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
一
一
十
四
時
間
駐
車
で
き
る
紅
谷
釘
肢

パ
i
キ
Y
グ
メ
i
b
m
l
D設
鐙
が
許
可
交
差
点
に
面
し
た
部
分
は
、
街
む
つ
な
は
時
間
の
自
動
車
出
入
口
自
制
と
、
紅
車
場
と
錦
町
駐
車
場
の
定
期
静
の
葬
聾

ま
さ
れ
、
路
上
駐
車
が
で
き
る
よ
五
つ
に
な
が
り
と
市
民
自
ふ
れ
あ
い
を
求
め
た
市
話
町
商
活
街
に
一
番
近
い
難
問
中
央
自
を
し
て
い
ま
す
。

待
望
の
紅
谷
町
立
部
駐
車
場
が
四
月
の
誘
致
な
ど
で
容
の
流
れ
カ
変
わ
っ
た
て
通
る
ζ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

D
ま
す
。
ま
た
、
市
が
都
市
計
画
駐
車
民
プ
ラ
す
認
皿
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
入
口
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各
階
の
紅
控
町
駐
車
場
は
五
十
枚
、
錦
汀
在

二
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
史
絞
車
場
不
足
苦
が
軍
基
つ
現
在
、
緯
世
帯
数
六
万
八
千
戸
早
場
義
援
す
象
台
は
、
国
か
ら
め
起
霊
障
害
者
の
尋
問
ス
ペ
ー
ス
も
一
石
連
絡
と
諸
君
の
サ
ー
ビ
ス
を
努
め
る
車
場
は
間
十
枚
て
い
ず
れ
も
一
吉

戦
投
融
令
え
た
平
謹
白
高
居
街
も
、
近
て
、
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
に
、
車
四
台
数
は
十
一
万
台
あ
る
と
い
壊
や
利
手
補
鮪
が
受
け
ら
一
れ
る
よ
う
に
所
と
り
、
幅
も
泣
く
、
車
か
ら
出
入
り
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
e

一
万
円
の
定
期
軒
金
と
な
り
辛
す
。
帯

ま
す
。
な
か
で
も
駐
車
場
問
題
は
避
け
わ
れ
て
い
ま
す
。
島
署
号
室
昔
、
箆
閤
霊
場
の
建
設
に
つ
い
て

i
i
t

〈

か

は

、

中

議

室

田

繁

栄

之

問

助

成

す

る

乙

と

が

で

き

る

よ

う

に

蔀

良

プ

ラ

ず

も

設

鐙

持

続

上

野

町

長

〈
影
響
し
て
〈
る
わ
け
で
す
。
な
り
ま
す
。
モ
し
て
二
ア
パ
ー
ト
な
ど

也
事
お
り
お
り
の
一
新
鮮
な
話
題
を
市
ホ
!
ル
白
山
付
事
内
容
は
、
各
産
業
問
と
市
民
総
詩
室
、
釈
ピ
ル
す
1
ピ
ス
セ

モ
ζ
で
、
昨
年
二
月
、
市
議
会
議
員
が
跨
舗
を
一
定
以
南
U

面
績
か
ι
越
え
て

時
守

L
提
供
す
る
た
め
、
市
民
プ
ラ
ザ
の
体
の
日
む
ろ
の
活
動
状
況
を
市
民
に
駕

y
タ
ー
で
申
込
醤
と
県
内
需
を
配
布
し

ゃ
商
号
工
業
関
日
開
者
、
学
識
経
験
者
な
建
設
す
る
調
告
は
、
付
償
義
務
と
し

ホ
ー
ル
を
お
貸
し
し
ま
す
。
解
し
で
い
た
戸

r、
た
め
と
、
市
民
と
白
て
い
ま
す
の
百
台
受
け
取
り
く
だ
さ

ど
壱
構
成
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
て
、
駐
車
場
の
盤
構
哲
義
務
づ
け
る
ζ

プ
ラ
ザ
内
は
、
鹿
市
や
糧
事
一
を
す
る
ふ
れ
あ
い
を
増
す
た
め
の
キ
1
ス
テ
!
い
。
受
け
持
け
は
、
一
一
月
二
十
二
日
か

会
」
が
設
置
さ
れ
、
う
る
お
い
の
あ
る
と
が

E舌
ま
す
n

ホ
ー
ル
一
一
一

0
・
八
平
方
討
と
休
息
コ
ジ
ョ

Y
と
し
て
、
金
問
域
に
接
聞
で
き
ら
ニ
土
ハ
日
ま
で
の
五
日
間
、
錦
町
紅

側
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
づ
と
り
あ
え
ず
、
今
毘
の
六
月
役
目
撮

ー
ナ
l

、
事
務
室
、
控
室
が
あ
D
、
外
る
よ
う
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
車
場
管
務
愛
モ
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

〈
り
を
促
進
し
よ
う
と
研
究
を
進
訟
て
に
、
中
心
市
街
地
を
「
駐
車
場
整
備
地

か
ら
見
る
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
一
フ
D
ー
な
ど
ま
た
、
産
業
文
化
緩
や
「
七
夕
ま
つ
で
、
申
し
込
ん
で
〈
だ
古
い
。
申
L
込

い

ま

す

。

区

」

と

し

て

指

定

を

受

け

、

五

十

八

年

を
含
め
て
組
問
山
積
二
八
一
・
九
平
方
M

D
」
「
前
回
目
市
」
一
菊
花
展
」
な
ど
の
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
と
な

D
ま

香
員
会
は
、
中
心
市
街
閣
の
ジ
ヨ
ツ
震
か
ら
一
一
富
山
計
開
闘
で
百
五
十
台
の
パ
]
二
コ

と
y
っ
て
い
ま
す
。
憧
開
行
事
、
そ
し
て
、
自
活
銭
的
中
元
す
。

ピ
ン
グ
モ
!
ル
や
線
道
、
駐
車
損
、
パ
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で

特
に
、
ま
ち
か
ど
宰
一
ャ
ラ
リ
Jlは
揖
大
売
り
出
し
、
商
業
ま
つ
り
な
E
に
も
な
お
、
紅
谷
釘
駐
車
場
は
牛
横
十
時

l
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
、
商
底
債
の
施
設
す
。

選
か
ら
捗
き
な
が
ら
も
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
使
わ
れ
ま
す
。
か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
の
問
、
入
出

な
ど
、
ま
ち
の
あ
り
方
に
つ
い
て
爵
兜
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

ッ
ピ
ン
グ
が
讃
し
め
る
よ
h
牟
節
閑
啓
示
そ
む
ほ
か
、
市
民
の
ふ
れ
あ
い
を
吉
場
で
さ
ま
ぜ
ん
。
錦
町
駐
車
場
は
、
臼

し
て
い
ま
す
が
、
紅
谷
町
駐
車
湯
の
立
を
中
心
に
録
業
巌
興
舗
と
許
せ
て
一
揖

や
市
民
の
生
活
作
品
展
示
な
ど
を
考
え
ら
に
増
す
た
め
、
市
民
長
時
文
化
作
品
摺
自
存
体
日
は
註
草
で
き
ま
せ
ん
自
で

偉
化
は
ま
す
、
モ
由
苧
始
め
と
も
い
え
一
揖
雨
TI心
市
街
地
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

て

い

ま

す

。

展

、

観

光

ふ

る

苦

と

経

史

存

阜

、

子

供

。

7
置
く
だ
さ
い
。

ま

し

ょ

う

。

一

の

d

を
議
め
て
い
ま
す
包

守

警

護

霊

町

一

つ

tτ
、
ま
た
、
駐
車
場
不
足
の
解
禁
自
指
じ
て
建
設
中
だ
っ
た
「
挺
爵
立
ゐ
合

官
:
部
駐
車
場
」
が
い
よ
い
よ
四
月
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
自
動
車
が
直
接
見
え
な
い
よ
う
a

食

品

M
:
外
観
と
葺
観
音
岩
雄
し
で
ピ
ル
熔
式
ド
レ
、
明
る
い
ス
マ
ー
ト
な
建
物
に
し

τあ
り
ま
す
。
特
に
一
開
聞
に
食

中
は
、
商
事
と
由
関
連
投
と
つ
な
が
D
を
持
た
せ
長
め
、
ィ
ベ

y
ト
り
で
苦
る
ギ
ャ
日
7
2
1
「
市
民
プ
合

会
。
ラ
一
ザ
」
を
設
経
U
ま
ず
。
そ
れ
で
は
、
紅
谷
町
駐
車
湯
の
料
金
払
決
ま
D
ま
し
?
の
で
、
駐
車
場
開
問
題
の
令

官
ら
諮
問
惑
を
追
い
な
が
主
の
欝
萎
お
知
ら
せ
十
ピ
ま
し
ょ
う
。

一

(2 混乱

ま
空
襲
す
る
紅
昔
前
駐
車
場
の
霊
毒
菌

紅
谷
間
立
体
駐
車
場
は
、
十
二
億
内
平
方
針
白
な
か
に
、
銑
筋
コ

y
ク
リ
ー

を
投
じ
て
、
昨
年
七
月
か
る
工
事
を
進
ト
建
て
地
宇
一
階
、
地
上
六
階
の
駐
車

め
て
い
た
も
由
で
、
敷
地
雷
積
約
一
一
千
崩
を
建
設
し
ま
し
た
。
駐
車
場
は
自
途

紅谷町駐車場料金のご案内

午前8時から午後10時まで
最初白1時間まで 200円
以控30分ごとに 1自日円
.午後10時から主主日午前8時
まで入出場はできません。

ーそ互につき 1∞o円
ー 1牧 100Rを11故1.000円
で発行

出駐車できる自動車は、普通自動車で、長吉

4.7む以下、隔圏1.7む以下、高吉2.0，.以下
と定められています。

骨錦町駐車場の料金も改定経費の増加的た

め 4Jj1J;らオ}プンずる紅錦町駐車場の制金

と間額に改正しますむで、と了承〈ださいロ

午前呂時から午後1昨時まで



マ
守
党
せ
い
剤
の
乱
用
は
返
待
、
品
援
に
増
五
、
最
近
で
は
、
験
場
や
家
旗
に
ま
で
牢
ん
袈
じ
て
、
少
年
内
家
ム

マ
庭
自
主
宿
閉
ま
で
も
侵
レ
で
い
る
。
ま
た
、
乱
用
者
に
よ
る
遠
白
魔
殺
人
、
人
質
監
禁
、
放
火
な
ど
白
凶
慈
ム

マ
な
事
件
が
会
南
国
各
地
支
発
生
じ
、
大
吉
な
社
会
問
緩
と
な
っ
て
い
る
。

ζ
め
ず
応
、
欝
轄
で
は
一
一
月
中
を
〈

マ
「
党
ぜ
い
剤
・
墜
議
事
犯
怒
り
締
ま
担
強
化
月
間
」
と
定
め
、
金
璽
い
っ
せ
い

ι敬
D
轡
ま
り
を
強
化
し
ム

マ
て
い
る
。
み
な
在
ん
も
ζ

れ
を
議
会
に
、
党
せ
い
到
の
惑
ろ

ι文
筆
十
分
認
執
し
、
追
放
に
む
協
力
い
た
ム

マ

だ

苦

た

い

。

ム

、
事
E
h匂

。徴収事務署翼託重量
・費格年齢55揖~60緩まで由興子

・給与月額12万円程度
・仕事国民健車保険税由徴収

く〉綴社会館〔授産業務)媛託員
=賓格年齢20揖以上白女子

・結与月額 10万円
9動型努寺閣 午前9時30分~午接4時3日分
・仕事 書室主止金銀で身障者のさわ芭・控摘指嘩

。幾重量隷(魚市場)嘱託員
・費格年齢55麓~60緩まで由関子で自動車

運転免許誌を有する者。

・組与 月額14万円程度
・勤務時間午前 5時~12時

・仕事魚市場の菅沼および臓器、器具、穏

気設欄等由帯棒点検

。保健業務嘱託員
'賓格揮健婦の免許を有する者

・給与 月額145，日凶円程度
・勤器時間午前8時3似合~午接5時
・仕事住民へ由惇鍵相談業務

⑨申し込み 2 J'l20日 E土〉までに市販o
履歴醤聖職員課人事係に提出する。

市

民

蛸

相

談

室

匁

l
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
樺
椙
談

(
2
月
M
g
(府八〉、

3
角
2
自
(
火
)

O
持
政
管
構
格
制
問
{
円
ω
時
I
M時

。
一
般
法
樟
相
時
間

3
月
4
臼
〈
京
)
、

3
R
9自
〈
火
〉

予
約
制
(
電
話
で
皇
可
〉
、
日
時
1
施
時

。
宅
地
建
物
栂
鎖

2
月
幻
臼
(
火
)
お
時
5
M時

予
約
制
(
電
話
壱
も
可
〉

o
m
E認
明
相
談

3
月刊
U
H
口
(
金
)
、
日
時
I
M時

。
住
宅
福
談

2
月
お
臼
(
火
〉
日
時
1
日即時

。
下
掛
取
引
巡
溜
晶
っ
せ
九
椙
甑

2
角
m
B
ハ
木
〉
日
時
間
州
分

5路
面
町

。
定
明
草
金
調
相
談

3
白
パ
ロ
臼
(
木
)
閉
山
民
間
1
日
時

〈
〉
一
融
市
民
相
相
殺
信
週
月
水
木
金
議
円
、

9
時
1
日
時

〈
〉
消
費
生
漬
相
談
毎
週
金
曜
日
、
山
蜂
1
お
時

。
発
明
埼
輩
特
許
棒
読

3
月
8
臼
(
月
〉
叩
時
1
日
時

車

問

少

年

議

明

。

一

一

一

一

内

線

五

六

0

0
背
一
少
年
相
続
毎
自
〈
9
時
j
M四
時
間
山
分
)

た
だ
し
、
土
掴
日
は
日
時
ま
で

矯
社
会
舘
お
1
二
一
一
一
一
ニ
一
ニ

。
、
む
醤
』
と
相
談
毎
週
百
円
曙
日
(
第
五
者
臨
〈
〉
臼
時
1
お
時

〈
〉
冊
子
指
磁
器
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
u時
鉛
分

。
誼
縫
兇
藤
裕
桜
毎
週
月
く
人
百
醐
日
9
時
f
日目時

。
高
齢
者
職
輯
指
数
億
日
9
時
お
分
i
M時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

県

市

合

間

相

談

2
月
出
回
(
金
〉

日
時

I
M時

平
塚
駅
北
口
究
番
前
パ
ス
の
中
で
相
説
者
受
け
る
。



古
今
年
も
二
泊
二
十
八
日
か
ら
三
万
十
一
一
一
門
出
ま
で
、
響
の
公
災
予
防
滋
動
が
金
箆
い
っ
せ
い
に
実
施
菩
れ
る
。
毎
年
、

ζ
の

時

期

は

火

官

官

災

M
M
起
こ

Pや
す
耳
、
ま
た
、
事
館
嵐
に
よ
D
大
火
に
な
D
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
k
な
っ
て
い
る
。
火
の
渇
L
は
十
分
誌
を
つ
可
6
フ
e

A

M

火
災
予
防
通
勤
は
、
「
揮
国
が
紡
火
一
に
、
前
期
一
週
間
は
墜
問
船
舶
火
災
と
一
週
間
は

ヂ
ー
で
す
段
く
の
家
」
を
統
一
一
曙
語
一
林
野
火
災
由
宇
防
音
量
点
に
、
横
揺
一
一
お
い
て
、

禁
止
の
一
宮
震
が
あ
っ
た
が
、
ど
苦
し
壇
」
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た
い
ま
し
た
。
私
は
ζ
の
人
田
知
態
と
、

た
も
の
か
一
日
間
も
な
く
な
っ
て
い
と
思
う
。
新
し
い
土
地
に
根
づ
こ
う
i

と
す
る
膏

品
。
夏
ま
で
に
官
垂
る
ζ
と
な
ら
、
港
地
虚
府
州
大
作
さ
ん
力
と
撞
極
性
に
感
心
し
ま
し
た
。

子
供
も
わ
か
る
よ
吉
に
イ
ラ
ス
k
入

i

A

高

い

い

ま

や

平

境

市

も

こ

の

地

に

住

ま

り

で

作

っ

て

ほ

し

い

」

と

い

う

需

積

極

的

参

加

を

襲

っ

た

人

よ

之

、

平

奪

第

寄
せ
ら
れ
た
。
早
速
、
行
政
に
そ
の
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
を
一
般
公
募
二
の
欣
蝿
に
」
と
い
う
人
の
方
が
多

声
主
伝
え
た
と
己
ろ
、
要
望
通
り
の
す
る
と
関
い
て
、
私
は
あ
る
A

抽
出
合
で
い
白
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
長

市
民
自
声
を
市
政
に
反
政
吉
宮
行
署
長
が
設
撞
さ
れ
、
翠
冨
者
か
ら
骨
閉
会
っ
た
茅
ヶ
崎
の
自
力
牲
者
思
い
出
し
む
み
な
さ
ん
、

ζ
の
方
の
よ
う
に

歌
と
地
槙
白
パ
イ
プ
役
と
し
て
よ
b

謝
の
一
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

ζ

む
よ
ま
し
た
。
北
極
の
な
ま
b
が
少
し
賎
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
に
種
極
的
に
応

良
い
ま
ち
づ
〈
D
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
な
ζ
と
志
、
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
で
る
モ
の
人
は
「
私
は
数
年
前
に
茅
ヶ
算
さ
れ
、
市
政
に
新
し
い
意
見
を
反

地
墳
で
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
活
躍
し
て
あ
白
、
一
人
で
も
多
〈
白
人
に
モ
ニ
崎
に
き
ま
し
た
。

ζ
白
地
に
生
濫
住
映
し
、
「
生
み
よ
い
平
壇
づ
く
わ
J

」

い
品
。
私
の
と
己
ろ
に
壁
一
菖
古
れ
た

h
m
lの
役
職
が
経
験
し
て
い
た
だ
む
乙
と
が
決
ま
っ
た
と
妻
、
茅
ヶ
崎
の
た
め
に
力
を
砦
し
て
〈
だ
さ
い
。

例
と
し
て
「
平
境
嘩
岸
は
進
出
蕪
止
吉
、
多
〈
の
人
が
市
政
に
関
心
を
も
ヨ
を
よ
く
知
ろ
う
レ
r
愚
い
、
市
政
モ
ニ
屠
替
地
区
古
昔
聖
代
子
さ
ん

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
前
は
選
掠
ち
、
現
晶
玉
住
み
よ
い
ま
ち
「
平
タ
ー
に
応
募
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ

へ

地
域
づ
ミ
M
W

諜
で
は
、
百
六
十
九
①
黛
部
丘
レ
ジ
ャ
ー
莱
扇
町
四
区
麗

区
一
園
田
レ
ジ
ャ
ー
莱
留
の
利
用
者
を
黒
部
丘
げ
番
1
号
傘
車
工
業
認

募

集

し

て

い

る

。

校

西

側

由

と

己

ろ

〉

レ
ジ
ャ
ー
莱
両
闘
は
、
土
地
の
有
効
マ
制
垣
で
き
る
方
市
内
在
住
白
方

利
用
と
地
壊
の
み
な
支
え
が
仲
良
〈

V
利
用
開
始

3
月
幻
宮
か
ら
@
予

余
織
を
轟
し
ん
で
も
む
つ
こ
と
を
自
定

的
り

L
、
関
係
者
の
な
協
力
に
よ
り
悌
マ
申
し
込
み

2
月
初
日
震
午
ま
で

設
し
て
い
る
。
希
望
吉
れ
る
方
は
、
に
一
一
一
つ
の
菜
園
か
ら
ど
れ
か
一
つ
を

次
の
一
ニ
つ
り
薬
臨
m
V
つ
ち
か
詔
嘩
ん
選
び
市
地
境
づ
く
り
一
課
あ
る
い
は
市

で
均
域
づ
〈
幻
諜
へ
申
し
込
ん
で
い
立
公
民
話
に
あ
喜
申
込
曹
に
記
天
の

た
定
書
た
い
。
う
え
、
地
域
づ
く
り
諜
へ
郵
送
ま
た

①
真
土
レ
ジ
ャ
ー
莱
扇
町
出
区
溜
は
持
事
ナ
る
ζ

と
。
一
世
帯
一
か
所

其
土
一
一
一
一
一
二
番
地
ハ
大
野
公
民
館
の
英
語
に
繰
る
。
な
お
、
多
い
警
官

よ
D
酋
へ
一
一
混
同
州
の
と
と
ろ
)
拍
せ
ん
と
す
る
一
。

①
四
之
雷
レ
ジ
ャ
ー
菜
園
川
引
昆
前
回
・
一

Tm平
塚
市
浅
間
町
九
一
平

四
之
宮
田
O
害
地
公
会
公
民
器
市
地
填
づ
く
わ
諜
市
民
主
係

館
よ
D
南
へ
二
百
討
の
と
こ
ろ
〉

マ
大
地
問
吋
か
起
苦
て
、
京
、
ガ
ス
う
に
」
rm
う。

篭
誌
な
ど
の
供
給
が
止
ま
わ
J

、
食
寸
非
常
時
持
ち
出
し
白
血
は
、
リ
ュ

嶋
崎
品
、
日
用
品
の
ス
牢
中
山
困
難
と
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
P
活
用
負
え
る
も
由

い
っ
た
最
悪
の
事
態
を
考
J

え
て
、
に
辛
と
め
て
入
れ
、
取
り
出
し
ゃ

二
二
一
一
日
は
し
ぬ
げ
る
も
の
を
構
ず
い
所
に
盤
己
っ
。

え

て

お

こ

否

。

な

品

、

非

常

持

ち

出

し

品

白

点

マ
欝
戒
宣
言
が
出
た
あ
と
で
、
あ
棋
を
忘
れ
ず
に
。

わ
て
て
一
貫
い
に
定
っ
て
も
、
た
や
マ
主
な
非
常
持
ち
出
し
あ
下
着

ナ
〈
手
に
ス
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
類
、
救
急
薬
品
、
苧
袋
、

E
フン

む
行
動
向
障
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、
一
一
百
分
白
金
趨

ワ

く

り

だ

す

。

髄

中

電

灯

、

マ

ッ

チ

、

ロ

l
yク

自
己
ろ
か
ら
準
符
レ
て
お
昔
、
ロ
ー
プ
類
、
チ

y紙
、
ナ
イ
フ
・

い
ざ
と
い
う
と
吉
、
慌
て
な
い
よ
缶
切
り
、
そ
白
地
。

釈ピノレサービスセンターでは、戸籍墨書本，抄京、

住民主翼の牢し、諸証明、印鑑登鑑証明、税務関係官

羽等の受付交持にてコいて、市役所窓口との模牢電送

システムで事務処震をしている。し1;>し、いままで

印鑑登録薮窃だけは、交舟の申請があった半島聾に

交付していたが、昨年12月から模写簿送装鐙の機種

1l!'新によ!:>、印鑑登録証明書も~n時交付できるよう

になった。

I申繍ずる場合3申言脅すると吉は、印鑑登録証 E登

録カー?っを持番ずる。

釈ピルサービスセンター矯怒23-2753

よ
①輯叡中華童臨割判などは出さない

宅地内や活向に整理して置いていただき

道路はIEIし〈使ってください。
②高lfI，中包装がら在出さない

会公選にはみ出していると、捗行者の通行

に支障をきたすので覧をつけてFさい。
義化¢短からも問題があbます。
③E墨聾ロニ車などで占開するとき
事前に警察と市役所に苧続きをとtコ、許
可を樽てから行って下さい。

<IJ躍木ゃい廿がきのXIj坦込みを

庭木ゃい貯がきがのぴて郊車の見通しを

感<1していると己ろがあDます。大吉な
事故田原おとなるので、 JIJ!Jjl，みを励行
して下さい。

総当 車量殺懇望里親



と
し
て
発
会
し
?
の
で
す
が
、
当
時
の
行
っ
た
夏
休
み
パ
ト
ロ
ー
ル
な
E
が
あ

幼
椎
鹿
児
が
中
学
・
高
校
と
成
長
す
る
り
ま
す
ロ

に
従
っ
て
、
ク
ラ
ブ
の
行
事
も
母
子
一
ま
た
、
市
巴
描
設
石
見
学
会
に
婁
加
し

暗
む
も
の
か
ら
、
母
親
自
身
を
対
設
と
た
会
員
の
方
は
、
市
政
へ
白
関
心
を
探

し
た
も
の
に
事
行
し
て
き
一
ま
し
た
。
め
、
今
産
は
、
市
議
会
、
教
育
民
生

ま
た
、
勤
労
掃
人
の
増
加
に
伴
い
、
常
任
委
員
企
の
静
聴
を
1
い
で
市
政
と
自
大
正
十
ニ
年
の
関
東
大
地
盤
笠
描
験
〈
、

;
ρ

匙
曹
ざ
た
安
劣
ry

常
生
活
と
の
か
か
わ
め
を
知
っ
て
い
き
さ
れ
、
モ
由
恐
ゐ
L
さ
を
覚
え
て
い
る
は
い
け
な
い
よ
う
で
す
。

弘

麟

韓

懇

選

ぶ

川

た

い

と

語

っ

て

い

ま

し

た

。

人

は

、

も

E
十
識
以
上
に
な
っ
て
い

FJひ
と
つ
は
、
主

ベ
ー
麟
鶴
欝
嬢
必
ゑ
鴫
ぷ
鰐
私
た
ち
の
A

闘
で
は
、
会
員
相
互
の
怠
る
と
思
い
ま
す
凶
私
も
、
そ
の
時
二
揖
た
紡
災
対
舗
に
つ
い
て
古
し
た
。

離

謹

一

一

J74
士
山
め
重
富
る
た
譲
聖
書
幸
、
吉
宮
市
か
ら
が
ら
逃
げ
も
、
害
対
し
て
の
知
識
、
4

総
灘
趨
鶴
鶴
疲
鯵
畿
較
も
し
て
い
ま
す
。
己
の
槽
関
紙
を
通
し
て
た
モ
う
で
す
。
ば
、
マ
グ
エ
チ
ュ
ー
ド
と
は
何
か
と
い

嘉
義
饗
句
人
間
関
係
量
管
し
さ
、
思
い
や
り
あ
れ
か
ら
五
十
去
り
、
大
地
震
手
よ
う
な
、
具
体
的
な
こ
と
も
身
に
つ

j

;

の
大
切
さ
な
ど

9
4び
あ
っ
て
い
き
た
は
一
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
十
年
代
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昼
句
行
事
へ
白
書
加
者
が
減
少
し

τき
い
と
の
思
い
で
新
聞
づ
く
り
を
し
で
い
は
内
ぴ
大
地
鐙
が
心
配
さ
れ
る
年
だ
と
各
戸
が
非
常
用
宜
置
や
救
急
援
捜
語
、

ま
し
た
の
で
、
夜
の
虫
色
空
も
っ
て
み
ま
す
。
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
は
、
い
つ
起
長
顕
な
ど
を
最
少
額
産
用
意
し
て
お
く

た
と
乙
ろ
、
思
い
の
ほ
か
の
肘
詳
で
し
母
親
ク
ラ
ブ
は
、
子
供
の
健
全
育
成
乙
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
な
る
か
ら
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
当
官
山
地
、
書

た

c
Z言
、
母
親
ク
ラ
プ
の
大
吉
富
的
と
し
で
い
ま
す
が
、
子
供
量
心
組
み
を
し
っ
か
り
そ
て
、
地
震
JL
加
者
の
ほ
と
ん
ど
自
主
選
警
乗

な
技
で
あ
る
「
明
る
い
寵
庭
づ
く
り
を
全
育
成
は
、
母
親
の
班
長
が
λ
き
な
要
立
ち
向
か
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
灼
J

、
費
量
な
悼
験
を
し
ま
し
た
。

す
す
め
ま
し
ょ
う
」
聖
7
1

マ
に
、
泊
四
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
世
の
中

s
;

込山、
J

;

地
緩
時
の
心
議
と
し
て
、
市
が
作
つ

る
い
家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
晶
君
に
書
さ
れ
て
い
ま
子
。
島
態
襲
撃
骸

J

た
「
大
地
が

N揺れ
る

N
Z時
」
と

は
、
ど
の
よ
っ
に
事
組
ん
で
君
主
し
か
し
、
だ
か
ら
C
モ
母
親
と
し
て
の
輪
唱
選
J

羅
針
瀦
欝
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
、
各
室
長
ら
れ

草

月

号

Eで
す
二
平
年
来
日
産
自
主
苦
L
の

ぼ

る

こ

と

が

一

主

ん

室

長

20

草

案

た

す

た

め

に

、

芝

、

信

頼

麟

F
説

明

鞠

て

い

ま

す

。

軍

事

聾

ま

る

一

童

福

田
墾
霊
長
書
道
訴
が
あ
り
ま
し
で
な
主
ま
せ
ん
話
中
に
言
ζ

も

吉

本

年

度

白

活

動

実

績

と

し

て

は

、

社

さ

れ

る

母

警

な

る

た

め

に

、

モ

う

し

議

欝

管

(

セ

守

っ

て

、

折

に

ふ

れ

て

よ

く

易

仁

お

き

た

;

校

一

言

に

な

る

彼

女

裂

を

た

お

i
i

貯
金
環
境
浄
化
委
員
、

2
5と
て

、

子

供

と

吉

成

長

す

る

た

め

に

、

護

審

議

い

も

の

で

す

。

隣

p
f
i

努
自
己
と
で
し
た
。
財
布
か
ら
五
手
問
先
輩
に
相
談
4

も

し

て

み

一

ま

し

た

が

、

ロ

共

に

開

催

し

た

非

行

化

防

止

の

映

画

と

も

う

一

度

、

足

元

を

見

つ

め

直

し

て

み

J42議
議
議
警
官
宅
し
合
い
、
軍
告
の
揖
墜
を
と
れ
る
よ
う

世

持

ち

出

し

て

害

、

し

か

も

、

受

話

露

は

一

昭

揺

れ

ず

、

重

苦

し

叫

講

罰

金

。

大

野

中

学

校

F
Iと
共

に

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

ζ
白
防
災
問
題
室
主
に
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

は

、

室

長

っ

た

と

差

益

る

と

い

毎

告

を

送

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

ん

な

醐

主

ざ

Jf童
守

主

l

l

J

げ

て

十

月

二

十

Z壇
市
生
活
学
各
地
号
、
万
毒
紡
災
対
簡
が
た

い
う
む
で
す
。
「
蓄
を
持
ち
出
す
こ
時
、
職
場
町
友
人
が
い
配
し
て
訪
ね
て

J

M

H

犬

ー

し

て

冷

地

む

を

f
j
J

棋
大
会
行
わ
れ
ま
し
た
。
己
白
書
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
要

i
〓

〈

れ

ま

し

た

o
E
fで
も

あ

る

方

河

一

、

一

4
i

一
で
は
、
ニ
つ
り
提
案
が
あ
り
ま
し
だ

E
Cれ
で
よ
い
と
い
う
己
と
は
あ
D

協

饗

野

よ

o
z
gし

i

何

J原
幼

稚

盤

i
i
z
u
z
Eつは
、

襲

警

が

で

た

ま

せ

ん

。

寝

室

主

喜

鱗

欝

げ

撃

藤

ぃ

。

詣

れ

だ

っ

て

」

と

色

豊

富

性

ら

、

童

顔

見

裏

白

雲

に

ど

の

す

ま

す

が

、

私

た

ち

生

活

学

校

も

地

譲

欝

襲

撃

一

警

警

一

括

し

て

く

れ

ま

し

た

。

「

寂

し

か

古

寄

っ

て

幼

稚

5
2、院
が
入
っ
た
り
し
て
、
ロ
ワ
キ
;
フ
に
し
て
引
き
歌
る
か
と
い
う
去
一
墳
と
十
分
協
力
し
て
地
獲
に
構
え
た

議

離

鱗

鯵

畿

関

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

白

か

な

あ

」

と

五

吉

田

わ

配

乏

2
2
J供
た
ち
は
、
砂
崩
円

1
キ
ャ
!
と
さ
わ
い
で
い
ま
し
た
。
そ
手
。
活
発
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議

襲

撃

類

学

れ

、

子

供

の

気

持

よ

り

も

、

号

室

演

は

だ

し

で

入

れ

な

い

ん

で

す

よ

E
Z拍
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
よ
が
、
安
全
宣
言
語
問
題
が
多

34委

譲

警

護

被

害

損

や

近

需

の

う

わ

さ

ば

か

り

気

に

し

亡

諮

吉

、

び

っ

く

D
し
ま
し
た
。
昔
は
、
モ
う
す
、
キ
ラ
洋
一
フ
と
輝
い
て
い
争
目
。
も

-

J

宮

i
h場

と

も

そ

主

主

、

警

つ

主

っ

く

行

い

た

自

分

?

で

ま

し

さ

昔

、

ん

き

と

は

あ

り

ま

ぜ

ん

で

し

た

。

時

大

へ

の

巨

か

、

b
見
れ
ば
ま
の
よ
う
な

j
3
李
鵬
臨
す
ら

t
i
-
-

禁

信

じ
b
れ

な

い

」

と

泣

き

な

が

ら

と

問

時

に

子

供

に

皆

ま

な

い

と

茂

喜

代

が

挙

つ

と

い

っ

て

し

ま

え

ば

、

そ

れ

物

で

も

、

担

分

た

ち

で

創

造

す

る

丞

び

け

!

山

語
っ
て
い
ま
し
ゃ
fMb

ぜ

ら

れ

ま

し

た

。

ま

で

で

す

が

、

そ

己

に

向

か

大

き

な

間

の

お

も

し

ろ

さ

を

知

る

と

、

ζ
ん

な

に

ヰ

V

、

ー

す

港

線

入

金

官

問

弁

咲

?

?

さ

ん

私

は

、

彼

女

に

、

私

自

身

の

経

験

者

令

官

は

、

子

供

由

人

格

そ

認

め

、

一

題

が

あ

る

よ

う

で

す

。

そ

己

で

、

私

た

も

長

し

そ

5に
遊
ぶ
の
か
と
感
心
し
ま

話
し
ま
し
た
B

ま
夜
、
長
男
が
一
一
一
半
住
人
前
の
人
間
と
し
で
見
る
ζ

と
が
予
告
庭
で
は
で
き
な
い
勉
強
も
で
き
ま
す
し
症
と
共
に
安
全
に
誘
描
押
し
、
再
び
児
童
ち
は
、
子
供
の
丞
び
に
つ
い
て
考
え
て
し
た
。
拡
を
い
え
ば
、
太
陽
の
も
と
で
掃
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
と
す
み
れ
あ
い
の
蓋
し
杏
語
、
あ
ら
た
め

由
時
自
己
と
で
す
。
転
校
し
た
ば
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
供
四
求
め
て
い
良
い
左
趨
に
も
巡
の
一
合
え
ま
す
。
確
誌
の
う
え
組
妄
に
引
き
疲
し
、
憲
法
み
ま
し
た
。
の
遊
ぴ
に
も
、

ζ
む
よ
う
な
楽
し
吉
を
大
部
分
自
女
性
は
、
「
物
語
え
ぬ
女
」
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。
ハ
ツ
キ
リ
話
す
乙

で
ミ
し
か
も
、
私
は
趨
売
由
た
め
夜
不
る
も
白
が
全
て
良
い
と
は
患
い
ま
ぜ
ん
今
、
富
士
寛
小
学
校
P
T
Aで
は
、
に
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
今
の
チ
供
の
置
か
れ
て
い
る
環
揖
者
見
つ
け
て
く
れ
た
ら
と
忠
い
ま
す
。
砂
と
さ
抗
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
女
で
も
と
も
で
き
な
い
人
た
ち
が
、
う
れ
し
さ

在
な
ど
惑
集
件
が
震
な
ゎ
J

、
町
四
持
が
木
が
、
そ
れ
聖
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
最
彊
点
謀
問
地
と
し
て
、
地
自
民
窃
災
対
罷
霞
院
災
に
つ
い
て
は
、
視
型
な
ど
勉
強
み
る
と
、
遊
ぶ
時
闘
が
な
い
、
時
間
が
や
土
に
ま
み
れ
て
、
仲
間
と
長
び
に
興
伺
か
で
き
る
は
ず
、
一
人
ザ
ほ
宮
ぎ
な
を
出
い
っ
ぱ
い
に
表
わ
し
て
、
私
た
ち

安
定
L
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
離
し
て
、
正
し
い
判
断
の
で
ぎ
る
人
関
L

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
を
量
ね
、
必
要
な
前
持
な
ど
も
南
荒
ま
あ
っ
て
も
選
ぶ
相
手
が
い
立
い
、
外
で
じ
て
ほ
し
い
r
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で
い
ζ
と
壱
も
、
大
勢
で
一
助
け
合
っ
た
な
を
大
歓
迎
し
て
く
れ
る
自
で
す
。

望
台
所
の
袋
た
っ
た
む
が
、
段
宵
で
る
の
は
ぷ
管
、
警
高
め
で
(
(
之

)JJ

し
だ
1
u
士
、
子
供
た
ち
を
地
震
か
望
通
事
故
由
心
配
が
あ
る
ζ
と
な
ど
し
よ
う
か
。

;2JF

ま
た
、
七
、
八
年
前
、
吉
切
手
主

々
と
重
に
な
っ
て
い
〈
白
で
す
。
本
は
な
い
で
し
ょ
主
。
室
内
教
育

D
J
¥欝
鱗
ふ
海
炉
ら
守
る
に
は
、
ど
っ
し
て
も
、
地
域
と
か
い
え
ま
す

a
C
Zた
こ

と

か

ら

、

震

幼

稚

警

は

、

機

会

君

主

義

麟

難

襲

撃

ダ

パ

ー

ル

の

結

童

書

に

役

立

つ

と

い

人
は
「
ぽ
〈
J

ぶ

な

ど

事

返

し

議

要

性

空

間

わ

れ

で

い

塁

、

言

。

一

撃

整

額

霧

D
協
力
が
な
け
れ
ば
な
皇
ぜ
ん
。
と
市
販
の
お
も
ち
ゃ
喜
一
ぅ
、
軍
需
で
に
子
供
喜
だ
と
さ
せ
る
む
;
鶴
舞
議
議
議
離
う
乙
と
を
競
い
て
毒
事
童

文
涙
ぐ
む
襲
で
す
。
何
富
喜
}
度
、
母
親
の
接
ろ
姿
皇
官
五
輪
一
制
言
問
と
も
に
、
応
急
処
一
盤
法
の
勉
強
ゃ
、
事
白
撃
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
で
は
、
す
っ
か
り
は
だ
し
に
慣
れ
き
鱗
鱒

:
J
¥鱗
害

賠

め

ま

し

た

e5h昨
年
か

さ
っ
た
結
果
、
や
っ
と
本
当
の

E
た
い
と
患
い
ま
す
。
繍
欝
震
{
萎
齢
畿
量
百
の
な
い
地
警
対
処
な
ど
、
今
思
じ
が
し
ま
す
凶
そ
の
た
う
へ
蟹
っ
た
た
。
こ
う
い
う
乙
と
も
、
妻
は
家
庭
議
欝
穫
が
ゑ
畿
轍
ら
は
、
培
地
区
社
掃
で
聖
整
理
由
ポ

喜

し

て

〈

れ

た

の

で

す

が

、

語

、

議

議

欝

欝

警

接

的

課

題

が

残

っ

て

い

ま

て

量

g

で
震
に
檀
れ
さ
せ
る
己
と
な
白
で
し
議
襲
警
一
フ
ン
テ
ィ
ア
を
拍
め
ま
し
た
包
小
さ
な

}

j

A

-

3

5

警

官

P
T
A活
動

量

し

て

還

さ

襲

撃

警

務

欝

ょ

う

@

幼

稚

歯

・

小

学

校

時

代

は

、

ヶ

i133
切
手
由
一
世
一
罪
、
揺
り
を
↑
う
白

議

議

官

畿

二

参

加

鰯

を

j
d
l
z害
学
校
に
い
る
と
き
の
対
寵

E
章
。

ζ

を

そ

筏

野

裂

い

と

吾

思

議

欝

4

一
畿
議
ガ
完
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
室
、
b
o
と
い
う
己
と
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
活
人
名
指
控
に
立
っ
と
思
っ
と
、
切
手

す

i
j
E
i
苫

2
1
1

…

て

、

防

護

主

E
t
:る私
た
ち
女
性

Z
Pにつ
離
縁
(
札
鳴
り
干
捗
ぜ
ず
に
、
ぎ
て
や
り
た
い
動
に
号
、
勉
強
す
る
こ
と
に
事
整
理
に
も
力
が
す
ま
す
。

寸

叫

す

。

そ

由

仕

事

は

、

警

戒

国

且

否

問

発

令

と

5321Uよ
よ

。

ぉ

議

襲

撃

古

も

の

で

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

そ

う

い

け

て

き

ま

し

た

。

最

?

3

5

グ

ポ

ラ

y
テ
ィ

?
i
i
雪臨ん
A
d
P
T
A
官

民

初

子

さ

ん

露

に

学

校

か

ら

一

言

絡

を

号

、

互

い

が

麗

室

町

霊

童
D
な
が
議
議
議
議
警
う
環
境
も
番
手
。
い
ろ
い
ろ
な
遊
私
た
ち
は
、
十
数
年
前
か
ら
告
人
ホ
ア
と
し
て
、
易
不
自
由
な
ガ
の
お
手

私
自
P
T
A活
動
は
、
士
一
年
前
、
れ
が
ち
で
す
が
、
家
主
守
る
ζ

と
も
、
連
結
構
に
よ
っ
て
各
家
庭
に
伝
え
、
そ
ら
、
仲
間
白
輸
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
や
ま
j
j
!
:
び
が
で
き
て
、
親
子
で
…
散
揖
も
で
き

1
ム
違
和
学
習
な
ど
の
慰
問
翠
議
伝
い
を
し
て
学
ん
だ

ιと
は
、
自
が
見

ぎ

し

て

、

学

校

に

行

昔

、

自

分

担

地

区

町

思

い

ま

す

。

お

も

ち

t
、
創
造
力
所
属
聞
か
せ
る
ζ

る
、
モ
し
て
、
お
互
い
に
じ
や
ま
し
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
ロ
道
知
学
障
に
は
え
る
こ
と
の
有
難
者
と
、
間
情
で
は
な

管

分

か

ら

な

い

ま

ま

霊

童

書

子

育

て

も

、

ま

ず

主

掃

自

ら

の

霊

寸

児

童

毒

認

、

と

が

な

い

り

て

使

い

方

薬

え

て

し

わ

な

い

よ

う

な

量

が

あ

っ

た

ら

い

い

古

い

衣

類

を

持

ち

寄

っ

て

い

ま

し

た

o
t
あ
手
伝
い
を
す
る
と
い
毒
害

言
。
受
け
し
た
こ
と
か
ら
を
君
ま
し
な
け
れ
ば
属
り
立
た
な
わ
v
t在
し

て

可

ま

え

ば

、

子

供

は

す

ぐ

に

響

。

て

し

ま

ね

と

、

ょ

く

子

供

と

話

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

行

政

か

ら

の

蝿

助

に

よ

る

在

大

切

な

の

だ

と

い

う

ζ
と
壱
し
た
。

た
。
つ
ら
い
己
と
も
あ
F
ま
し
た
が
、
ま
す
。

P
T
A活
巌

に

審

加

し

、

互

む

う

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

幼

児

期

に

お

け

る

議

ぴ

白

重

要

性

類

由

充

足

に

体

、

散

年

前

か

ら

は

、

一

髄

し

ミ

、

思

い

や

り

の

あ

る

、

人

的

諸
問
μ詰
詩

話

語

誤

信

託

信

昔

の

ζとで
す
。
子
霊
長
崎
ど
な
た
も
認
め
て
い
る

ζ5月
五
重
引
き
だ
一
塁
と
怒
し
み
を
共
に

Z
J

ま
っ
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
選
ん
で
い
よ
う
。
安
心
し
て
ま
か
せ
ら
れ
る
の
ま
い
え
、
大
勢
で
集
め
れ
ば
大
き
な
力
ぴ
を
本
号
に
よ
る
こ
べ
る
、

主

主

記

事

君

立

た

せ

て

い

た

由

霊

も

緊

急

だ

と

患

い

ま

す

。

ま

し

た

。

興

味

字

見

て

い

る

と

、

E
は
、
選
臨
だ
け
と
い
う
こ
ら
な
い

U
な

り

ま

す

。

う

と

言

え

る

、

~) 

「
綴
人
の
特
性
を
生
か
し
、
私
た
ち
の
力
を
あ
わ
せ
、
社
会
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
」
を
主
題
に
、

今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
た
「
新
年
婦
人
の
っ
と
い
」
が
、
一
月
二
十
一
日
市
民
セ
ン
タ
ー
で
関
か

れ
た
。
会
場
は
市
内
の
婦
人
間
凶
体
を
は
じ
め
、
幼

i
T
e
中

学

校

P
T
A、
母

親

F
ラ
ブ
、
生
活
学
校

な
ど
の
各
間
体
一
千
四
百
人
が
つ
め
か
け
、
発
表
す
る
婦
人
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。
講
演
会

で
は
、
評
論
家
の
時
間
口
議
子
さ
ん
が
、
女
性
は
も
っ
と
強
く
な
ろ
う
と
、
男
女
平
等
か
ら
、
婦
人
権
、

女
性
の
議
後
問
題
な
ど
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
会
場
を
魅
了
し
た
。
な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
た

内
容
は
、
各
団
体
の
代
表
五
人
と
一

る

ど
ん
ぐ
宮
島
崎
毅
ウ
ラ
ブ

弓!っ越しQ)Cみ、大詰型車具類、持蔵盤、洗溜構など

や自分で行ったかきねの革亘書・植木由枝切りで出てき

た多量のとみは、市役5所〈収集の掠頼をして〈ださい。

当日は無理ですが2~3 日のうちに処理いたしま

す。ただし、長少輯金がかかります。なお営業に時る

も¢は酷きます。

・量豊輯先 理事軍事寄生韓務醸 告患童書23-1111肉親 536
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弁当、水筒、敷物を持事し、
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労者講演会

晶なたも作家の尽にふれてみよう

と さき 2月25日〈木〉午能6時~
ところ平車市勤労会館

テーマ 自由人と組融人

議郎作家佐江衆一民

申し込み包括 (32-3355)1J>直接金館へ。

E襲・累.r者合周総合格談

と さき 2月188(木) 10時-16時
ところ蝿立躍謹告輯1儲講堂
相談内容国や県市白仕事について由意見

要望、現金・年金・援記・道路など由相談

交通事故田賠償・示説など、弁護士による

活樺相談

習
日一一…m

とき 3月1413(臼〉策天28設

・出府 午前8時'30分~納生存午後2時30分

・釣l>場平塩沖

・害加費格高校生以上 3∞人

・書加輯 3，ぬO円

.a三郎丸犠諮 21-1012
・審蝿丸 ?- 22-2552 
・重量撫丸 d- 22-5956 
・浅八九 1-' 21-0904 
・珪T治郎丸 l' 21-1312 

⑧申し込み
官軍諮または

驚接申込む

畿でも自由に利用で君る。種目は軟式テニ

ス、パレー、パドミY トン、卓球、パスケッ

ト。バドミントy、卓球のラケタト、シャト

ノレ、ボ ルは各自持容とする。

2 !'l228 (舟〕 午後1a寺~8a寺
3月1厨(月) 1/ 

3丹8B (Ji)グ
京軟式テニス13時へ16時まで。
パレ，"16時~盟翼寺まで。
なお、連動ぐwフく上はき〉と送車動のでき

る綴轄で事加するιと.
錦弱 体膏線霊童話器31-3撚司



車語講ZJH5沼

一一一小説文学

コタン白女 上野凌弘

錯乱・賦将 池彼足太郎

瀧軍乙事件 吉村昭

情睡の海 寓島健夫

鏡花小説載曲選第九巻

屑に三十の空を¢せて藤田弓子

はじまlJは綴 I11西蘭
腕観・私白部屋のポプ旦 照井明子

高幻魔大戦7 平井制定

つかのまのニ十語 畑山博

父へ白手紙 窪島誠一郎

霊長庭生活一一一

魚のおモうざい 士土 勲

肉のおそうざい 辻 勲

勧〈女性のキッチンライフ

d哨トカY代
金百った識をおいしく貴べる

お構工}タロー

輯理天国「味は選づれJ
スカート、パYタロY白作D方

轟111 控害

一一一社会制学・その地一一一

二宮康明紙飛行機写真集

1Jラオケ可ニア

犬の博物誌

ノレホツサンス費情西洋室建物全史8
M.ヅントタム

百万人の手話教室E応用編丸山街路
人生読本問題術

G.プレーャ~基本ゴノレアブック
女子社員を甘え吉せない秘訣

主轟和子

JARLアマチュア賄綿ハンドブッ
ク

まんざい・大飯田笑い井上宏

まつ哲期務

3 月 13 日 ~14日

3 月 6 日 ~7 日

3 月 12 日 ~14日

3 月 12 日 ~14日

3 月 6 日 ~7 日

3 月 13日 ~14日
3 月 5 日 ~7 日

3 月 13 臼 ~14日

3 月 6 日 ~7 日

2 月26 日 ~28 日

3 月 13日 ~14日
2 月27 日 ~28 日

3 月 4 日 ~6 日

3 Jl 6 臼 ~7 日

2 月27日 ~28呂
3 月 6 日 ~7 日

女寄繕品コーナー

高橋倫子コレクショYから、性副桧4点、7J<

彩劉3点、彫刻112点、工芸品4点の寄贈品を
組升する.

・期間 2J'l2日びく)~3 月初日〈火〉

合体験学窓「拓本塁を作ろうJ

多百本選を作fフ、出来上がった畿で実技指帯
するe

・期日 3月27臼〈臼) 9 時3C分 ~15時
・対象ノ'1¥・中学芸!'. 30人
・材輯費印日円

・申し込み 3 J'l10日までに往復はが君でe

1:<構内地区自然観察会

野鳥や、春を持つ植物を観軍ナる。

・期沼 3月14日仁田) 9 時3日分~12時

-軍吉場所 9時30分までに横内公民館前へ
・持書するもの輩記用異

安土曜観察会「宇土王寺の森」

期 8 3月13臼仁土)14時~16時
・場所北金田、寓田

・申し込み 2月288までに往復はがきで。

1:<星を見る会「丹を見ょう」

月齢10臼四月初鶴轄する. 害加自由。
・期日 3月 5日〈土) 17時~1鋭時

希望される方は直接揮物館へ。

合休館日 毎週月鴎8、2月初日、 3月21日
会博物館干254浅鶴町12--41 霞結33-5111

女プロゲラムの作り方
人を楽しませ、著書ばせるための知識と技楕

を身につけよう。

期日 2 J'l28日仁田) 9 時3C分~1千時

・諮部 自律大講師長野信一民

・対韓 青年、ーサ般 40人

会教義務度
甲子箇を目指した私の野球人生

野球在遇むて知った人との出金い、多くの

名選手老生んだ監督自涜代若者論。

・期日 3月4日く木) 18時30分~2四時3自分

・講溺横摂高校野球部監督渡辺元民

-対霊長 曹母、ーサ投 1由人

会{可かやろう青年のつどい
ーともに生君るを土金者目指してー

俳侵大和田伸也民の董~""講演「マイボラン
ティプJ.講節を霊謹んでの話し合いe ポラy
ティアピユ」ローの活動発表など

・期日 3月14臼〈日) 1耳時307ま~16I時

・対象青少年 1∞人
む来潜在。

1を娯君霊会

3月 78(日)1α培、 14時
「畠にいもうとJカラー 1時腐30分
主演軟吉久聾子・車llJIE雄

会こども狭話題会

3月14日(日)1世帯 14時

語よ

よ
う
に



車寄1議までの揮ちゃんなbどなた
でも受げられる。時閣は9時3D?少か
ら1器時30分、理子健康手唱を持番。

2月18日豊a公民滋
2 Jl23日溜公昌吉恕
3Jl48 吉沢公民館
3月8日市役所E合議室
3月 9日 金目品E盟宮
3月18日大野公民館

纏会場探健センタ}

覇軍受付時間 午桂1時-2時
翻母子健康手頓本冊・別冊、輩記用

具を持昏 C3 iJl.F'U13は本冊のみ〉
[3か月兇1
3Jl38 56年11月 1日-10臼主主
3月108 56年11月11日-20日生
3月31日 56年11月21日-31日生
日麓兇1
3月 4日 54年 1Jl1日-10日生
3月18日 54年 1月11臼-20日生
3月25日出年1月218-31日生

爾対書喪 車寄3かJ守幸経過して4裁に
主主ずるまでの乳幼児で、 BCG接讃
を 1簡も受けていない人。
[3 J幸1
覇軍ツベルクリン接穣

3日 福祉虫館、健保会館
》夜中央農協土沢支所

10日 大野公民館、横内団地集会場

出豊a公民館
17日 楳健セYタ」、1l!l公匡議宮
密湘j定 .8CG接種
5日 福祉企館、健保全館
〉夜中央農協土沢支所

12日 大野公民館、横内団地集高揚
出豊田公民館

19日 揮鍵セY丘一、組公葺議官

盤鶴1調書…3隠受ける
・対韓 2識(24か月〉から4歳 (48
か月〉までの幼児.なお、接種賂潟

は 2回 3劉とも3週穏から 8;畠開。
劉鮪2潮‘ 1隠受廿る
・対象揮1期の3窃自が鰐わって
から1年以上1年 6か月以内四期間
に受ける，なお、第1拐を早めに受
げて、第2期もなるべ<4揖までに
搭了するようにしていただきたい.

[2月3
24日 中毘私、民望宮、金呂公匡当官
斑岡崎公罫翠官

2s臼神田公民縮、高金a公民銀
出揖島公E話宮

26日保健セン舟}

劉畠揚骨鍵セジ去一

騒受付時間午佳1時-2時
翻母子健康宇曜と輩記用異を持参

2月188 55年 8月生
3月11日 55年 9丹生

生後10か月から12か月未満の赤ち
ゃんが受ける鑓躍診軒. <わしいこ

とは平揖倒産暫努 (32叩-0130)ヘー

3月中に87)>月から満1歳になる
お子さんを対象に跨〈。

密会場平車保健所講堂

繍日時 3月12日午睡1時3C分から
繍母子筋泰寺弓喧と謹記用具を持番

モ
ニ
タ

i

麹会場樺健セYター

麗時間午後1時-2時
麹持書するもの 母子健躍手蝿本冊

-別冊、曜記用具

2月16日 55年 8月21臼-31日生
3月 2臼 56年 9月 1日-10日生
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宇田F

揮力紛 1kg 

1 1パック

65m4摺入

唐 1叩 g

MI0個入

1αd 

181配達

時石けん

合成洗剤

砂糖

す三ラダ池

小麦粉

しょうす箇

トイレット
ベーノ《ー

販 問

時卵

プロパン

灯抽

いけがき殺震奨励補助金のご案内

いけがきは、街並に掃を作D、事館曜を与

えるほかi車先住のよい間通な生活環撞を作iO

ます。また、地震聾帯による災害防止に役立て

るため、いけがき由設費を奨励して、新たに

いけがきを作品方に費用由一部を補助してい

ます。みなさんと利用〈ださい。

。補耳力金交付の申諮 いけが告を作る断iに市

に申請曹を提出してください.

住居表示広域に新築改築される方
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-問い合わせ先公園線地諜繰政時(電話23-1111)
補助金者約用して作タたい

けがき仁市内主主所〉

持詳しい己とは、市民諜 C電話23-1111
内融230)へお問い合わせを.

235 
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の

ぷ

ど

P
は
、
生
落
に
安
ら
ぎ

各
施
設
と
一
揮
で
て
、
訪
れ
た
方
乙
の
、
品
幽
目
撃
テ
ー
マ
は
「
石
五
O
割
以
上
に
撃
し
、
文
化
セ
ン
》
踊
聞
い
を
与
え
吾
か
け
が
え
の
な
い

が
気
軽

L
親
し
め
る
懲
い
の
場
め
翼
と
京
と
緑
」
で

-Ta
中
に
、
績
を
主
タ
!
の
轟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
D
市
民
の
厨
援
で
す
a
色
、
心
配
を
い
た

滋
宮
田
町
担
ぶ
ぶ
ま
ず
.
混
在
、
ヱ
体
宇
ぷ
緑
陰
コ
ー
ナ
ー
、
韓
ホ
広
ま
す
。
ぜ
苦
手
ぷ
知
、
い
詳
し
ば
ら
く
お

き
お
る
の
は
、
乙
の
シ
ン
ボ
ル
場
、
彫
郊
の
轟
、
臼
本
量
な
ど
を
章
、
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
い
持
ち
ミ
だ
さ
い
a

畿
で
、
乙
れ
に
よ
D
付
近
一
帯
の
苦
手
・
ま
た
、
樹
-
木
の
下
に
は
と
思
い
ま
す
か
、
完
成
管
は
「
石

A
量

襲

撃

各
施
設
が
絡
ば
れ
ま
す
。
ベ
ン
チ
9
晶
盟
晶
君
、
震
外
棚
田
審
館
ル
じ
と
ホ
そ
し
て
叫
口
く
か
ら
の
樹
木
も
取

草
語
通
訳
帯
仕
事
者
輯
成
す
る
た

め
、
欝
ニ
密
苧
詣
購
習
A
闘
を
開
く
。

中
期
日
旦
月
2
告
か
ら
お
話
量
で

C
8白
閤

守
会
場
市
役
所
C
A
M
輯
笠

マ
申
し
込
み
福
祉
哀
史
生
福
祉
時

鞭
時
謡
お
i
一
一
一
一
内
綿
一
一
一
二

マ
期
日

3
同
月
初
臼
(
水
〉

M
時

7
A
問
調
教
曹
畠
館

マ
内
幹
予
防
持
政
由
推
移
と
考
え

方
講
師
酬
は
自
治
省
消
防
庁
専
門
官

次
訴
丸
誠
男
民

マ
期
日

3
月
刊
同
門
口
(
木
)
お
時
鈎

分
i
同
時
初
分

円

v
A
同
調
勤
労
会
館

守
内
容
①
地
名
と
風
土
②
歴
史

を
生
か
し
骨
窓
づ
と
D

マ
申
し
込
み
地
棋
づ
く
り
謀
(
電

話
ね
i
一
一
一
一
〉

お
年
寄
り
向
一
け
白
社
交
ダ
ン
ス
教

室
が
障
か
れ
る
。

マ
期
8

3
月
1
目、

4
8
、
8
日

日
臼
、
日
臼
、
犯
門
口

守
会
場
種
祉
畠
躍

マ
受
講
貰
桔
市
内
夜
住
、
m
叩
輯
以

上
(
怒
善
男
悦
ぬ
入
、
女
性
犯
人
〉

円

v
申
し
込
み
電
話
で
福
祉
会
館

(お
i
一一一一一一ニ一ニ)へ。

ど
い
を
開
く
。

マ
期
臼

2
角
W
B
(金
)
日
時
i

お
時
マ
会
場
農
協
ピ
ル
5
渚

マ
講
訴
国
立
品
開
聾
研
究
所
応
南
責

品
部
長
岩
尾
描
産

平
壇
保
健
所
竜
話
幻
1
0
一一一

δ

老
人
痴
呆
ハ
ほ
フ
)
症
を
防
止
し

よ
吉
と
講
師
閉
が
澱
か
れ
る
。

マ
期
日
3
月
刊
記
百
(
金
〉
午
睦
1

時
間
制
分
5
3時
ぬ
分

マ
会
場
福
祉
企
館

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
訳
者
人
一
福

祉
係
(
億
語
幻
i
一
一
一
一
〉
白

マ
2
月
幻
自
(
火
)
「
刷
出
春
闘
を

め
ぐ
る
経
揖
情
勢
」
講
討
横
誤

市
大
教
授
一
哲
哲
治
氏

7
3
月
4
日
(
木
)
「
初
年
代
の

労
樹
運
動
」
講
蹴
労
闘
詳
諦
晋

上
妻
繋
鷲
氏

7
3舟
5
5
(金
〉
「
m
M
年
賃
金

時
闘
争
り
ゆ
く
え
と
間
践
の
と
り
と
み

に
つ
い
て
」
神
高
川
地
方
陪
観

平
田
植
保
健
所
芳
は
、
輸
入
柑
橘
類

な
ど
の
産
品
を
考
え
る
鞘
費
者
の
つ

山
口
一
帯
氏

e

時
開
花
時

5
m時

・
会
議
勤
労
会
議

申
し
込
み
は
、
勤
労
会
館
(
電
話

位
三
三
五
五
〉
へ
。

マ
2
月
回
日
口
補
雨
時
器
(
エ
イ
ド
)

7
2月
n
B
穫
静
プ
ロ
ッ
ク

マ
3
舟
3
日
補
聴
器

(
Dオ
永
ッ

ト
)
V
3同
月
幻
自
整
形
耕

ム
出
場
は
福
祉
会
館

右とオくと輯畳テーマ[こした公欝予懇密

横
浜
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭

和
五
十
七
草
度
職
業
割
問
視
症
を
骨
募
集

し
て
い
る
。
申
し
込
み
は
、
訓
練
校

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
。

円

v
葬
聾
斜
邑
自
動
車
繋
時
間
割
、
第

二
機
軸
耕
、
電
手
技
日
抑
制
桝
、
英
語
事

務
斜
、
経
理
耕
、
印
捌
技
捕
料
、
塗

装
軒
、
ト
レ
ー
ス
掛
(
た
だ
し
、
ト

レ
ー
ス
耕
は
女
住
田
み
)

V
申
し
込
み

3
R
5日
(
金
)

マ
入
校
選
噌

3
月
辺
自
(
金
)

・
横
浜
高
等
職
葉
樹
鶴
枝
横
摂
市

旭
区
中
尾
前
五
六
(
篭
語
。
四
五
i

一一一六一
zil--
一
二
一
一
二
)

登
記
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

土
地
区
駆
動
盟
璽
事
業
馬
入
ヱ
区
自

換
地
処
分
に
よ
る
公
告
が
、
一
月
二

十
二
日
に
さ
れ
た
。

ζ
の
た
め
、
登

記
構
の
歯
吾
蚕
豆
宅
行
う
の
で
、
四

月
中
両
む
ろ
ま
で
、
土
地
・
霊
園
の

登
認
が
で
吾
な
い
。
む
了
承
者
。

す
対
韓
地
柑
臨
時
入
車
町
の
全
部
、

老
松
町
・
八
千
代
町
・
天
沼
・
榎
示

即
町
田
一
部

横
田
地
方
法
務
局
平
塩
出
瞳
街

篭
諮
問
μ
上
ハ
五
五
七

市
民
セ
ン
タ
ー

の
貸
し
出
し
を

七
月
一
日
か
ら
一
四
臼
ま
で
白
雨
民

セ
ン
タ
ー
ホ
i
ル
の
貸
し
出
し
が
司

簡
に
な
っ
た
。
希
望
者
は
、
一
一
一
足
二

田
午
前
九
時
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ
申
し
込
み
を
。

あ

た

た

か

い

¥

パ

話

こ

こ

ろ

/

{

ぬ

〈
敬
相
暗
)

V
議
祉
基
金
へ
・
金
田
地
ぽ
南
部
第

一
長
車
用
品
一
一
万
円
、
平
境
地
区
野

翻
組
合
協
輯
金
二
十
万
七
言
六
十

七
月
、
平
壇
市
叫
盟
装
看
板
業
組
合

二
万
円
、
あ
い
あ
い
会
・
と
き
わ
揚

入
金
一
一
万
凡
千
四
百
一
一
一
十
九
月
、

平
壇
市
中
央
農
協
A
コ
i
プ
九
千

七
言
八
円
、
乙
乙
ろ
一
方
…
一
竿
四

百
三
十
九
円
、
中
山
甚
二
十
万
円

熊
沢
保
一
万
円
、
地
ヶ
詰
孝
夫

一
万
五
十
六
月
、
島
混
軍
司
・
田
村

栄
之
助
十
万
円
、
犬
神
量
一
息
幼
稚

慰
父
母
の
金
五
千
九
百
五
十
二
月

V
社
会
福
祉
へ
・
車
中
様
地
区
一
円

募
金
二
万
二
古
田
一
門
、
杏
議
設
平

境
病
院
一
万
五
平
百
五
土
台
、

南
雲
二
十
円
、
ゆ
り
か
と
一
万

一
一
千
六
百
五
十
七
月
、
平
塩
競
輪
揖

欝
…
投
山
県
所
従
業
員
一
間
二
千
二
一

百
六
十
八
円
、
間
帯
一
特
観
席
従
業
一

員
一
間
六
千
九
百
五
十
一
一
肉
、
同
一
会

第
一
一
一
投
薬
所
従
業
員
一
同
一
万
百
一

四
十
四
月
、
同
揮
一
一
一
特
観
席
従
業
員
一

一
同
一
一
千
九
百
三
十
一
一
一
一
円
、
小
川
一
グ

一
千
七
言
八
十
円
、
平
壇
ロ
i
タ
i

ア
ク
ト
ク
ラ
プ
七
万
九
字
七
言
九

十
円
、
丸
ノ
内
交
通
従
業
員
一
間

五
平
七
百
七
十
六
円
、
山
田
鋸
部

一
千
円
、
薄
井
ヤ
エ
}
万
同
、
匿

名
五
百
丹
、
農
名
一
ニ
千
百
六
十

八
尚
、
相
槙
扇
子
一
一
千
円

革
ま
れ
な
い
喜
方
へ
・
捷

苑
拙
稚
街
々
児
と
母
親
三
万
二
百

円。

募
金
の
お
礼

犬・ねこ巡回収容

3月S臼〈土) 3月13臼〈土〉
9サ∞ 神田公民館 9 '00 松原公民法官
9 '25 大野公民館 9 20 須賀公民錦
9 印豊田公豆諸官 9サ 40 花水公E話器
10 ' 10 揖島公民館 10' 00 富士見公E務官
10' 30 金自公民館 10' 30 中原公民当醒
10' 50 岡崎公民館 10'55 旭公民舘
11 ， 10 金自公民館 11 ， 15 吉沢公民館

がj揮には船をつなくヴcめの杭が
間本1)>ffたれ、そのそばに公用物

在一時魔〈前居があった。そして

近在から馬や地車〈じくやるま〉で

運ばれたり、相模111を鰐〈平沼南

〉で送られてきた援物むうちの公

用物は、すべて前震に星野忘れ、役

人的最重量な散量穣認を受けてから

、間口までり簡で、問屋の扱う商

品その他共々廻船に害者まれた。大

きな材木は筏 α、かだ)Iこ組まれ
押送船で弓ゆれていった。

河口が浅いため千石船は入らず

E耳E宝石舶を上院とし、その数は、

新編相模嵐土記縞(天保のころ〉

は大抵9殿、廻船問屋8軒としる

すが、天腕8年亡1788)の記録に

は大小16輯とあ幻、維新直前田船

持数から推しても、近世世i車じて

はもっと多かったと添える。

輸送先は、江戸が断然霊長〈、次

いで三輔・滞要望などのようである

が、車耳治年代には、当地動J演・
大立がしよう拍車愛護に向〈として

野田まで沢山送られていた。

古111が慶事自怒につながるように
なった自は、明治時年出大事毛水に

よる由ではないかという。

〈文闇臼井弘〉斑詣たず担i式市

史繍さん欝ト〈護費務部一髄宣告〉

須賀みなと

須賀
須賀港は典型的な向口港で、現

在は専ら漁港として活動している

が、東海道鉄道鶴路が草書道し、ま

たトラックが発達しない以前は、

当地方や相撲111上流沿岸の米、

大豆、木材その他む援物を移出し

君主、干鰯びまし1)>)モの惜の物産

を移入していた。須賀村民は、モ

¢晶、や物援を扱って活発に動君、

元様17年 (704)においては、す

でに、住人二千余は廻船によって

生活しているとしるしている。

明治15年の駿地測量部測震の地

形図"'''ると、 ζ ¢付近由相槙111

流路は混在と違っていて、須賀の

村落書!J(古相模111)と対岸の中

島・輔島寄り〈新111あるいは単に
相模111と呼ぶ〉の2てコこ分かれ、

その聞は大吉な島となっている。

また海岸には寄測が須賀四万から

東へ長〈延び、古111は ζ の晋刊によ

って古え茸られて島と部絞コ間を流

れ、新日!といっしょになって海に

注いでいる。

湊は古相槙川由方にあって、そ

目中心は須賀?可揮仁すかがし〉、

現在的千石間障に当たる所である

が、そ目下流は木柑由防護軍に都合

1)'よれ海を渡る大きな艶E謹搬〉
もととに樺泊していた。

一一>31<一一

て
備
か
を
し
た
ζ
と
は
、
な
か
っ

た
」
と
思
う
よ
う
に
な
P
、
「
き

っ
と
、
自
分
に
日
展
が
な
い
の
で

自
分
的
障
面
ば
か
b
気
に
し
て
い

た
の
だ
る
つ
。

A
子
広
島
私
自
昏

や
節
的
手
前
、
何
か
を
言
い
飽
か
せ

弘
d

る
ζ

と
が
多
か
っ
た
。

4
Tは、

子
志
向
に
か
わ
い
が
ら
れ
を
と
が

九
円
な
い
ん
で
す
ね
」
と
し
ん
み
り
と

お
っ
し
ゃ
い
串
T
Uた。

小
学
校
一
一
年
生
の

A
手
ち
ゃ
ん
そ
の
と
ろ
、

A
子
ち
ゃ
ん
が
、

は
、
朝
、
驚
枝
歩
嫌
が
幻
お
母
苫
夜
中
仁
一
定
L
発
熱
す
る
と
い
司
尋

ん
か
ら
離
れ
る
ζ
と
が
で
き
ま
せ
件
が
あ
D
非
主
~
。
夜
中
に
緩
い

ん
。
お
母
さ
ん
に
学
校
ま
で
一
送
つ
で
は
近
所
迷
護
じ
、
み
っ
と
も

で
吾
り
い
た
く
て
泣
き
わ
め
き
、
な
い
。
お
医
者
療
に
も
失
礼
だ
ろ

ま
た
、
蓄
の
げ
た
箱
玄
別
れ
る
う
と
患
い
な
が
ら
金
問
問
に
あ
五

時
も
ひ
と
騒
ぎ
。
お
母
事
ん
は
仕
ぐ
A
芋
ち
ゃ
ん
を
昆
た
お
母
さ
ん

方
な
る
説
明
躍
の
あ
と
を
つ
い
て
は
、
な
り
ふ
り
帯
わ
ず
近
Z
の
お

い
く
白
で
す
が
、
と
を
爵
の
奥
さ
医
者
樺
に
走
っ
た
モ
r

つ
で
す
。
モ

ん
に
「
ど
P
レ
た
の
」
一
一
三
一
一

rL撃
の
時
以
来
、

A
子
ち
ゃ

会
を
か
け
ら
れ
た
り
存
下
ノ
云
」
ん
は
「
も
っ
一
人
事

行
き
交
う
車
の
中
か
ら
調
円
v
h
J
r
f
A脚
校
に
行
け
る
よ
」
と
墨
田

ジ
ロ
ジ
ロ
員
ら
れ
た
一
員
一
ー
っ
て
襲
警
共
に
通

り
す
る
自
で
み
っ
と
も
一
「
ヒ
プ
司
、
弓
許
学
者
始
め
去
主
~

な

く

襲

、

聖

士

号

A
A
μ

重

量

言

な

っ

〈
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
一
干

4.二
4
d

て
く
れ
た
お
母
さ
ん
を

「
A
子
の
せ
い
で
ζ

ん
な
に
み
つ
見
た
A
字
ち
ゃ
ん
は
、
も
つ
安
心

と
も
な
い
白
血
い
を
し
な
く
て
は
な
し
て
お
母
草
ん
か
b
離
れ
る
乙
と

ら
な
い
」
と
、
お
縫
さ
ん
の
万
が
が
で
き
る
よ
吉
に
な
っ
た
め
で
し

泣
き
た
い
畑
町
持
で
し
た
。
で
も
、
ょ
う
。
回
り
の
乙
と
ば
か
り
気
に

面
接
を
重
ね
る
っ
ち
に
、
お
母
さ
炉
、
い
て
は
、
本
当
に
大
切
な
も

ん
は
、
「
自
分
は
、
み
っ
と
も
な
の
が
宵
た
な
い
と
い
う
C
と
を
、

い
か
ら
、
と
い
う

C
Eは
か
幻
考

A
乎
ち
ゃ
ん
は
融
支
で
く
れ
詐
レ

手
ぶ
て
、

A
手
の
こ
と
を
思
っ
た
。

お 華寺 3月7El (国〕欄謹12時30分

会場市民センターホー)~

/~叶唱~ r-
。巡回日程 2月19B(金)10時-15時県立江

南高校/2月初日仁土)10時~限時平器市中央

農協腎穆窃支所前 -13時へ15時 ふじみ野襲金所前

/2月25日〈木)10時-15時平車駅北口/3J'l

2日〈ゾ01成時-15時高砂番制〈棋)/3 J'l4 

日〈木)10時-12時 トヨタオート神車111-13時

-15f時高周波熟練〈楳)/3月 6B (土)1α時

-12時横内公民組事 13時-15時スーパースズ

キヤ前/3月 3日て月)1日時-15時平揖釈北口

/3月10日(京〉問時-15時三共化成工業(樟〉

/3月12臼仁金)1α時-1由時務製作所・ 131晋~

15時モダンプラスチックヱ業(揖〉

古向電工〈揖)225本、車時軌材〈揖)12本伊藤

襲パ:>'37車、三三協化学〈韓)472伝、しらさぎライ

オYズクラブ 192京、なでしζ ライオYズクラブ

137本、神東111県瀬曙地区行政センター38宜、平

瞳市役所 173輩、平撞駅北口街頭50本
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